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市長卓話
南海 RC 歓迎会
観桜会
法定休会
法定休会
地区研修協議会報告

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

　　　　　　　  １１名　成田（雅），津田，石川 , 轡田　　
　　児島 , 宮澤 , 宮岸 , 寺島 , 古田，樋口，武田 各会員   

１名　木村会員

　４月　８日(火）
　４月１５日(火）
　４月２２日(火）
　４月２２日(火）
　５月　６日(火）
　５月１３日(火）

29 名  （出席免除者１名中０名出席）

６０，７１％

８０，００％

NO.3052 第 29 回例会

例 会 案 内 例会案内「４月～５月」

出 席 報 告

担当：ＲＣ情報・雑誌・広報委員会

会 長 報 告

４月１日例会

■本日例会終了後理事会を開催いたします

市長卓話

ＲＩ 2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

平瀬幹事前例会幹事報告

飛弾野貴広会長

ロータリーの
マジック

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ 累計 288,000 円

■■■■■■■会員誕生■■■■■■
長谷川幸央会員　昭和 29 年 4 月 16 日
森　隆江会員　　昭和 48 年 4 月 15 日
中西智恵子会員　昭和 40 年 4 月 11 日
平瀬文男会員　　昭和 33 年 4 月 15 日
■■■■■■■夫人誕生■■■■■■
大西安津子様　　　　　　　4 月 27 日
大西裕子様　　　　　　　　4 月 17 日
佐々木万里様　　　　　　　4 月 20 日
長谷川五織様　　　　　　　4 月 28 日
轡田淑子様　　　　　　　　4 月　5 日
遠藤理恵様　　　　　　　　4 月　2 日
■■■■■■■結婚記念■■■■■■
大西 道祥会員　　昭和 49 年 4 月 29 日
轡田光章会員　　 昭和 52 年 4 月 10 日
長谷川幸央会員　 平成 16 年 4 月   2 日
圓浄貴之会員　　 平成   6 年 4 月 29 日
■■■■■■■■創立記念■■■■■
小野昭郎会員　　　昭和 52 年 4 月 1 日
佐々木 弘有会員　　昭和 29 年 4 月 1 日
宮澤孝司会員　　　昭和 13 年 4 月 1 日
武田修門会員　　　昭和 56 年 4 月 1 日

４

月
の
会
員
祝
福長谷川会員　本人・妻誕生、結婚記念

圓浄会員　結婚記念
佐々木会員　夫人誕生
大西（道）会員　妻の誕生日
遠藤会員　妻の誕生日
太西祥太会員　妻の誕生日
木村会員　54 才になりました
森会員　本人誕生
中西会員　本人誕生
平瀬会員　67 才になりました

　昨日、南海ロータリークラブより来深の予
定メールが入りました。全部ハングルなので
翻訳ソフトで確認したところ、4 月 13 日釜山
から千歳 11：40 着で１日目は小樽観光をし
て札幌 T マークシティホテル札幌 に宿泊され
14 日に洞爺、登別観光をし、札幌の同ホテル
に戻り 15 日に深川へいらっしゃるようです。
本日理事会にて精査したいと思いますが、人
数はご婦人を含めて 10 名で、スケージュー
ルの件、また通訳がいないということでそれ
らを理事会にて検討いたします。

Fukagawa Rotary Club
深川ロータリークラブＲＩ第 2510 地区第１グループ

遠藤青少年奉仕委員長卓話

（火）

月 　  日
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例
会
運
営
委
員
会

深
川
Ｒ
Ｃ

遠藤青少年奉仕委員長卓話 　

新
事
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
日
の
例
会
で
す
が
２
回
の
例
会
を
通
し
ま
し

て
次
年
度
に
つ
な
げ
る
事
業
の
創
出
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
論
か
ら
先
に
申
し
上
げ

ま
し
と
現
時
点
で
確
定
し
た
事
業
が
決
ま
っ
て
お

ら
ず
奔
走
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
で
す
の

で
今
日
の
例
会
は
、
こ
こ
ま
で
の
進
行
状
況
を
お

伝
え
す
る
内
容
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
前
回
の
例
会
内
容
を
欠
席
さ
れ
て
い

た
方
も
い
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
振
り
返
ら
せ

て
頂
く
過
去
の
事
業
（
プ
レ
イ
パ
ー
ク
・
ふ
れ
あ

い
農
園
）
の
経
緯　

他
の
ク
ラ
ブ
の
事
業
例
を
紹

介
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
お
い
て
重
要
な
三
つ
の

方
向
性
の
提
案
、『
地
域
に
根
差
し
た
活
動
』　
『
持

続
可
能
な
活
動
』　
『
会
員
一
丸
と
な
っ
た
活
動
』

こ
の
３
つ
の
柱
を
提
案
し
た
の
ち
、
前
回
卓
ご
と

に
新
事
業
に
つ
い
て
討
議
※
会
員
の
皆
様
か
ら
頂

い
た
意
見
（
ま
と
め
た
資
料
を
お
配
り
し
て
い
ま

す
）

Ａ
卓
（
飛
弾
野
・
成
田
明
彦
・
轡
田
・
伊
東
・
木
村
）

・
ポ
リ
オ
デ
ー
に
関
連
し
た
事
業

・
秋
祭
り
に
開
催
・
音
楽
フ
ェ
ス
・
ダ
ン
ス
大
会

（
昨
年
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ブ
レ
イ
キ
ン
と

い
う
競
技
・
２
年
前
に
鹿
島
君
）

Ｂ
卓
（
大
西
道
祥
・
村
中
・
佐
々
木
・
圓
浄
・
山
腋
）

・
吹
奏
楽
演
奏
会
（
轡
田
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
）

・
子
供
文
化
祭
（
岩
見
沢
市
で
市
が
主
催
と
な
り

市
内
の
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
に
英
語
暗
唱
大

会
・
音
楽
発
表
会
の
ほ
か
、
新
聞
、
詩
、
作
文
、

読
書
感
想
文
、
書
写
、
図
工
・
美
術
、
技
術
・
家

庭
、
理
科
な
ど
の
作
品
展
な
ど
を
行
っ
て
い
る
）

・
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
復
活
（
市
役
所
に
過
去
に
使

用
し
た
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
道
具
が
残
っ
て
い
る
）

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
大
西
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

よ
り
強
力
な
支
援
を
頂
く
）

Ｃ
卓
（
長
谷
川
・
大
西
祥
太
・
寺
島
・
森
・
清
水
）

・
現
行
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
（
市
民
駅
伝
な
ど

で
屋
台
や
ポ
リ
オ
撲
滅
へ
の
募
金
活
動
）
ま
あ
ぶ

フ
ェ
ス
タ
へ
の
協
力

・
交
換
留
学
（
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
を
復

活
し
て
拓
大
生
と
韓
国
の
大
学
生
と
の
交
換
留
学
）

・
駅
周
辺
の
土
地
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
モ
ル
ッ
ク
大
会
の
実
施

Ｄ
卓
（
宮
澤
・
中
西
・
廣
上
・
富
永
・
樋
口
）

・
ゴ
ミ
拾
い
選
手
権
（
日
本
財
団
「
海
と
日
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
高
校
生
３
人
一
組
で
制

限
時
間
６
０
分
で
海
の
周
り
の
ご
み
を
拾
い
量
を

競
う
）

・
音
楽
フ
ェ
ス
（
小
中
高
の
吹
奏
楽
部
の
子
供
た

ち
を
一
度
に
集
め
る
の
は
難
し
い
か
と
思
わ
れ
る

の
で

深
川
吹
奏
楽
団
の
協
力
を
得
て
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

個
人
で
楽
器
を
演
奏
し
て
い
る
方
を
集
め
て
行
う

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
は
い
か
が
か
。

　

皆
様
方
か
ら
頂
い
た 

ご
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
勘
案
し
、
伊
東
会
長
エ
レ
ク
ト
と
ご
相
談
し

て
深
川
の
小
中
高
の
吹
奏
楽
部
の
支
援
と
な
る
事

業
を
行
っ
て
い
く
方
向
で
決
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

年
明
け
か
ら
伊
東
エ
レ
ク
ト
に
お
願
い
し
、
ま

ず
深
川
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
先
生
と
や
り
取
り

を
数
度 

重
ね
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
明
確
な
方
向
性
が
定
ま
ら
な
か

っ
た
た
め
３
月
に
入
っ
て
か
ら
私
と
清
水
委
員

長
、
宮
澤
次
年
度
幹
事
と
共
に
深
川
中
学
校
の
片

桐
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
３
名
の
先
生
と
ご
相
談

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
お
話
の
中
で
、
ま
ず
現
状
で
困
っ
て
い
る

点
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
（
資
料
の
２
Ｐ
目
）

―
困
っ
て
い
る
点
―

◎
部
員
数
の
減
少
か
つ
新
入
部
員
の
演
奏
経
験
者

の
数
が
少
な
い
。（
少
子
化
の
影
響　

部
活
に
入

ら
な
い
生
徒
が
多
い
、
入
部
し
た
生
徒
の
ほ
と
ん

ど
が
未
経
験
者
）

◎
全
国
大
会
や
全
道
大
会
に
出
る
た
め
の
交
通
費

や
楽
器
の
輸
送
費
の
負
担
が
大
き
い
（
楽
器
の
輸

送
・
・
４
年
前
ま
で
は
向
商
店
さ
ん
に
年
間
３
万

円
の
謝
礼
→
３
年
前
よ
り
父
兄
が
楽
器
の
搬
送
）

◎
初
期
費
用
に
お
金
が
か
か
る
。（
楽
譜
代
、
ユ

ニ
ホ
ー
ム
代
、
譜
面
台
な
ど
）　
（
そ
の
他
に
も
月

に
２
，
０
０
０
円
の
会
費
、
演
奏
会
で
使
用
す
る

ホ
ー
ル
代
の
分
担
金
な
ど
）

◎
部
員
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
新
し
い
楽
器
を

購
入
す
る
必
要
は
な
い
が
、
今
あ
る
楽
器
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
鑑
み
な
が

ら
、
ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る
か
に
つ
い
て 

お

話
し
し
ま
し
た
が
楽
器
の
修
理
、
修
繕
の
補
助 

や
楽
器
の
輸
送
費
の
補
助
や 

ユ
ニ
ホ
ー
ム
代
の

補
助
な
ど
お
金
の
み
の
奉
仕
の
方
向
を
考
え
ま
し

た
が
、
地
区
か
ら
の
補
助
金
を
頂
き
活
動
に
あ
て

て
行
く
の
で
あ
れ
ば
、
近
年 

条
件
が
厳
し
く
人

的
支
援
の
部
分
が
必
要
な
の
で
、
そ
れ
を
ふ
ま
え

た
上
で
深
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
と
し
て
演

奏
会
（
コ
ン
サ
ー
ト
）
を
開
催
す
る
の
は
学
校
的

に
可
能
か
？
と
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
（
資
料
の
３

Ｐ
）
日
程
的
に
厳(

き
び)

し
く
、
新
し
い
演
奏

会
に
向
け
て
楽
曲
を
選
曲
し
て
練
習
す
る
時
間
が

な
い
と
の
返
答
を
頂
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
で
は 

今 

行
わ
れ
て
い
る
演
奏
会
に
後
援
と
し
て
入
れ

る
所
が
あ
る
か
と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
深
川
の

小
中
高
の
吹
奏
楽
部
が
参
加
す
る
部
分
で
は
年
に

３
回
あ
り(

資
料
３
Ｐ
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

◎
印)　

　

そ
の
う
ち
６
月
に
行
わ
れ
る
北
空
知
楽
器
講
習

会
は
支
援
で
き
る
部
分
が
な
く
、
１
月
に
行
わ
れ

る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
発
表
会
に
お
い
て
は
選
抜
さ
れ

た
生
徒
の
み
で
学
校
単
位
で
は
参
加
し
な
い
の
で

難
し
く
、
７
月
に
行
わ
れ
る
学
芸
連
吹
奏
楽
発
表

会
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
お
聞
き
し
た
の
で
、

こ
の
発
表
会
の
主
催
で
あ
る
教
育
委
員
会
に
宮
澤

パ
ス
ト
会
長
に
聞
い
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、
北
空
知

全
域
の
北
竜
中
や
沼
田
中
な
ど
が
参
加
す
る
広
域

の
演
奏
会
の
た
め
後
援
と
し
て
入
る
の
は
難
し
い

と
ご
返
答
を
頂
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他 

演
奏
会
以
外
の
支
援
方
法
も
い
ろ
い

ろ
と
委
員
会
で
検
討
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
実
行

可
能
な
具
体
案
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

こ
こ
ま
で
が
先
週
ま
で
動
い
て
き
た
内
容
で
し

た
が
、
明
確
な
事
業
が
固
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
動
き
に
な
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
吹
奏
楽
部
の
支
援
の
方
向
性
か
ら
は
離
れ

ず
、
ま
だ
お
伺
い
し
て
い
な
い
学
校
に
も
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
地
区
に
補
助
金
の
申
請
の
期
限

で
あ
る
４
月
末
ま
で
に
間
に
合
う
よ
う
に
動
い
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
補
助
金
申
請
に
間
に
合
わ
な
い
よ
う
で

あ
れ
ば
、
事
業
内
容
の
幅
を
広
げ
て
伊
東
会
長
エ

レ
ク
ト
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
次
年
度
、
社
会
奉
仕
委
員
会 

委
員
長
の

役
を
お
お
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
新

事
業
の
創
出
そ
し
て
実
施
へ
と
つ
な
げ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。


